
電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 8.0 9.0 10.0 11.0 目標値 35.0 37.0 39.0 41.0

取組目標値 取組目標値

実績値 7.0 8.0 実績値 33.0 34.0

達成率 － 100.0 － － ％ 達成率 － 97.2 － － ％

目標値 目標値

取組目標値 取組目標値

実績値 実績値

達成率 － － － － ％ 達成率 － － － － ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④総合的な評価

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

評価時点での総合的
な評価

Ａ:順調に進んでいる
Ｂ:概ね順調に進んでいる（見
直す点がある）
Ｃ:あまり順調に進んでいない

・平成28年度の景観重点地区数は目標を若干下回っているが、平成29年７月時点では９市町で景観計画が策定され、景観重
点地区も37地区で指定されており、概ね順調に進んでいる。B

判断

①施策の目的等

施策の名称

（１）平成３１年度
末の施策目的の達成
状況（予測）
Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる
Ｃ:達成は困難

判断 その理由（④の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

B

（２）施策の目的達
成に向けての課題

・景観法の趣旨から、より魅力ある景観づくりを行うためには、基礎自治体である市町村が行うのが望ましい。
　このため、引き続き、景観計画未策定の市町村に対して、景観計画策定の意義や効果を伝え、景観に対する意識の醸成を促す。
・平成４年度の「ふるさと島根の景観づくり条例」施行以降、県民の景観意識向上を図ってきたいが、まだまだ不十分な面がある。
　景観計画策定済みの市町等とも連携しながら、更なる県民の景観意識向上を目指して、より効果的な施策を実施していく必要がある。

課題解決に向けての
今後の取組みの方向
性

・景観計画未策定の市町村に対して、引き続き、市町村ごとの実情を踏まえ、財政的支援も継続しながら、早期の景観計画策定を働きかけていく。
・平成29年度で「しまね景観賞」が25回目となることも踏まえ、県民の景観意識向上をより広く、効果的に図るための手法として、より多数の方が参
画できるような事業となるよう再検討を行う。
・県内の景観づくりの取組みを県外にも発信するとともに、観光施策との連携を図る。

地区

その理由

施策Ⅲ－４－３　景観の保全と創造

　自然環境や田園景観、都市景観など地域の優れた景観を守り育て、魅力ある景観づくりを推進し、もって県民に誇りと愛着のもてる県土の実現に資することを
目指します。

数値目標

成果参考指標の実績
等の補足説明（任意
記載）

評価時点で施策目的
に対する現状
（客観的事実・データなどに
基づいた施策の現状や取組状
況）

数値目標

定性目標

平成28年度～平成31年度

事務事業所管部局長
（幹事部局）

土木部長　佐々木孝夫 ０８５２－２２－５１８２

・景観計画は、平成29年７月現在、９市町（松江市、浜田市、出雲市、益田市、大田市、江津市、奥出雲町、津和野町、海士町）が策定している。
・景観重点地区は、平成29年７月現在、７市町37地区を指定している。
・景観計画の全国の策定状況は、28．9%（平成28年３月末現在）で、島根県は47．4％（平成29年7月現在）と比較的順調に推移している。

施策評価シート 評価実施年度： 平成２９年度

景観計画策定市町村数
（累計）

市町村
景観重点地区数（累計）

目的



（単位：千円）

1 14,912 18,856 都市計画課
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魅力ある景観の保全創造事業

施策Ⅲ－４－３　景観の保全と創造

所管課名

施策の名称

前年度
事業費

目的（意図）事務事業名
今年度
事業費

地域性豊かな景観を守り伝えるとともに地域にあった魅力ある景観づくりを目指す。

施策評価シート別紙２（事務事業一覧）


